
視覚障害児の体育等の指導
～帯広盲学校の明日を拓こう～
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１ 視覚障害児の運動・動作の基本的な考え方

① 視覚障害は、子どもの持つ一つの属性

② しかし、その属性に配意した対応が必要

③ 視覚障害の発症の時期とその程度に応じ
た養育、教育が重要

④ 先天的視覚障害児は基本的な運動・動作
の模倣が困難、または３歳程度未満に発症
した早期視覚障害児は、視覚表象がないか
希薄なため、運動・動作の模倣を未習得

⑤ 後天的視覚障害児は、模倣等により基本
的な姿勢、運動・動作を習得



先天的か早期失明、後天的か 視点＝☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆



２ 視覚障害児の運動・動作向上の視点

① 乳幼児期から意図的に音・音声、光等
刺激で行動を誘発

② 寝返りや「這い這い」は上肢・胴体・
下肢の動きを繰り返し指導

③「這い這い」から「立っち」、つかまり
立ちなどへの移行も、動作を指導すると
ともに、ベビーベットのサイドや家具に
触覚的手がかりを工夫

④「よちよち歩き」も前方から音・音声で
誘導

『からだを動かすって楽しいね』－ムーブメント教育－



⑤ 広い空間での歩く、走る、転がるなど
の動作・運動を指導

⑥ エコーロケーション（音のよる空間定
位）の発達促進

ex.家具や壁にぶつからなかったり、
廊下の曲がり角を察知したり、ドアの開
いている部屋を見つけたりした場合は賞
賛

⑦ 三輪車、縄跳び、シーソー、滑り台等
の各種遊具の活用指導

２ 視覚障害児の運動・動作向上の視点



⑧ 視力が光覚程度の場合は、薄暗い空間
での光刺激が有効、外では影のできない
広いグラウンドで指導 ※影を建物等と
認識

⑨ 普通の子どもたちが遊ぶ遊びをとおし
て、体の多様な使い方や遊びのルールな
どを指導

⑩ フィギュア（figure：人形、お家の模
型など）で、体の動きや現在の場所、移
動のルートなどを指導

２ 視覚障害児の運動・動作向上の視点



⑪ 多様な音源ボール等を用いたゲームを指導
（手や脚のドリブルシュート、サッカー、ゴロ野球
など）

⑫ 視覚障害児への白杖を活用した歩行指導を意
図的に指導し、人や動的環境との対応能力を鍛
錬

⑬ 相撲、柔道、レスリングなどの格技を指導し、
相手の動きに応じた体の柔軟な動作を指導

⑭ 多様なスポーツを指導

２ 視覚障害児の運動・動作向上の視点



学習指導要領 自立活動編

４「身体の動き」
（１）姿勢と運動・動作の基
本的技能に関すること。
『視覚に障害がある場合は、
模倣して基本的な運動・動作
を習得することが困難である
ことが多いが、正しい姿勢を
想定し、その位置からのずれ
を筋感覚で確かめながら姿勢
を保持する技能を習得するこ
となども重要である。』

３ 視覚障害児の運動・動作指導の視点



視覚障害児への体育指導

Closed-skill（閉じた技能）:基礎技術
Open-skill（開いた技能）：応用技術

流動的環境で
の対応が必要

Open-skill

Closed-skill

単純動作

静的環境

複雑動作

動的環境

閉眼でもOK

視覚障害児への配慮
ex.音刺激



Closed-skill（閉じた技能）:基礎技術

○運動感覚的フィードバック、固定された環境内で
の身体及び諸感覚器官の使用を含むが、行動に必
要とされたものの予測が極めて持ちやすいものが
特徴

○単調なものの反復によって、基本的技能または習
慣的技能を習得させていく

○環境からは独立している

○身体像の形成、自己を中心とした空間の評価、空
間軸の形成、身体移動のための基本的習慣形成が
主なテーマ

世界盲人百科事典（社会福祉法人日本ライトハウス 昭和47年発行版）より



Open-skill（開いた技能）：応用技術

○予測不可能な流動的な環境の要請で、予測が立とうが立つまいが、何ら
かの反応を強制されてくる刺激の中で遂行されなければならない場合
に、知覚的技能が最大限に活用される

○視覚化及び心的地図の形成

○速やかなる適応行動及び身体移動、身体各部の調整力

○体重・パワー・重心の位置と運動感覚の協応

○主体と外的事物との時間的・空間的（距離的・高度的・方向的）関係の
把握

○身体運動のリズム感

○複雑な統一的運動の統合

○複雑な一連の運動又は、次々と連続して起こる運動の整合

○タイミングの体得

○失明以前に行っていたような行動形式、ルールなどがそのまま適応され
る、すなわち視覚なしで失明以前に行っていたことを再び行うことが
主なテーマ

世界盲人百科事典（社会福祉法人日本ライトハウス 昭和47年発行版）より



我々は、眼を閉じた状態でも四肢の相互の位置関係や関節の動き
を認識できる。
これは固有感覚とよばれ、主として筋、腱、関節に存在する感

覚受容器を通して知覚される。運動を行っている時にいま自分が
どのような姿勢、フォームをとっているかを正しく認識するうえ
で、これらの感覚受容器が重要な役割を果たしていると考えられ
る。

http://www.all-blue.com/kenkyu/ha_kan.html

http://home.hiroshima-u.ac.jp/funase/index1.htm

体内フィードバック機構



http://www.keieiken.co.jp/pub/articles/2007/pdf/2007-09.pdf一部改変

Body image
形成の基盤

http://www.keieiken.co.jp/pub/articles/2007/pdf/2007-09.pdf


３ 視覚障害児の運動・動作指導の視点

身体像Body image
・体の部位Body parts
・姿勢Posture
・動作Body movements
・自己を基準とした方向性Laterality
・相対的な方向性Directionality

1968 ＡＦＢ Bryant.J.Cratty他
THE BODY-IMAGE OF BLIND CHILDREN

Orientation能力向上を主とした歩行指導



鈴木の歩行指導モデルの基本的な考え方

１ 歩行 Orientation & Mobility

その環境における、自分自身の位置を、常に、定位しながら、
安全な方法で、目的地まで、移勧すること

２ 歩行の発現
（Ｏ／Ｍ）×Ｗ
Ｏ＝ Orientation定位能力（知的能力）
Ｍ＝ Mobility     行動力（運動能力）
Ｗ＝Will             単独歩行への意欲

３ 歩行の指導原理
・体の地図 → 環境の地図
・易 → 難
・体験 → 概念
・正しい姿勢
・柔らな動作、滑らかな動作



① 幼稚部
ア ボディイメージ

・主要な体の部位名
・基本的な動作
・Laterality（絶対的方向）の強化

イ 軌跡
・単純な歩行軌跡
・音源定位→音源移動軌跡

ウ 地図
・室内ミニチュア
・トレーリングと防御
・障害物（空間構成物）の発見と賞賛

エ 白杖探索
② 小学部低学年
ア ボディイメージ
・細かな体の部位名
・様々な動作
・Directionality（相対的方向）の強化

イ 軌跡
・図形的歩行軌跡
・交差点における交通音の流れ

ウ 地図
・校舎内
・学校敷地内
・学校周辺

エ タッチテクニック（ショートケーン、
ガイドライン、スライド）
オ ルート歩行（近辺の店への買物：
自立の一歩）

③ 小学校高学年
ア 軌跡
・図形的歩行軌跡（45゜、9O゜、135ﾟ、
270ﾟ、315ﾟ）
・太陽・気流を用いた閉鎖図形歩行

イ 地図
・学校周辺

ウ 交通機関の使用
エ ルートによる単独帰省

④ 中学部以上
ア 居住地読図歩行
イ 目的歩行

鈴木の歩行指導モデル



プレゴールデンエイジ５歳～８歳頃
スキャモンの発育発達曲線を見ると５
歳～8歳頃は、神経系が著しく発達する
時期

ゴールデンエイジ９～１２歳頃

神経細胞がまだつながりやすく、体力
的にもいろいろな動作ができようになる
時期(『即座の習得』

◎子どもにより、個人差があり、12歳時
で±２歳の差異

◎小学生の時期は、神経系の発育が
著しく、「基本的な運動動作の習得」を
目標に、さまざまな運動や競技を体験
させて、「動きをつくる」ことが大切

http://www.shizuoka-c.ed.jp/tobu/oldweb/section/gakkyou/kyoka/hotai/h18/kihonundou.pdf

３ 視覚障害児の運動・動作指導の視点



視覚障害特別支援学校の体育

多様な運動の経験
動作イメージ

Open-skill

Closed-skill

単純動作

静的環境

複雑動作

動的環境

反復練習

Posture Body image 
音源活用 動作イメージ

１ 視覚障害児＝幼児児童生徒

２ 小中学校・高校の体育が主体

３ 視覚障害への補助・配慮

１９８２視覚障害 №５９
８０年代の視覚障害教育

盲学校体育をノーマ
ライゼーションの理
念で



特別支援教育の現状

特別支援学校

通級指導教室

特別支援学級

小学校・中学校の通常の学級

インクルーシブ教育

特別支援学校

通級指導教室

特別支援学級

小学校・中学校の通常の学級

特別支援教室

インクルーシブ教育
Inclusive  Education System

１～２年で国内が整備さ
れ、障害者に関する権
利条約が批准
→インクルーシブ教育
に移行

５ 視覚障害特別
支援学校の課題















フィル ハットレン（テキサス盲学校）
「平等への道～20世紀におけるアメリカの視覚障害教育の進歩」より

１ 点字などのコミュニケーション手段の補償的技
能

２ 歩行指導

３ 社会的相互交渉の技能

４ 自立生活の技能

５ 残存視覚の有効活用の技能

６ コンピュータ等の支援技術の利用

７ 職業教育

８ レクリエーションとレジャーの技能

インクルーシブ教育
Inclusive  Education System

Ｓ４８，９
盲教育第３６号

実践的養護・訓練論

↓
普通高校への就学

Ｓ５０
特殊教育指導事例集
中途失明生徒の
普通高校への復学







夢を持とう

希望が生まれる

夢は、必ず、叶う

帯広盲学校の皆様方には、長い間、ご支
援を賜り、心より厚く感謝申し上げます。
皆様のご活躍をお祈り申し上げます。


